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ナ
ガ
オ
カ
新
工
場
建
設

11
月
完
成

予

定

大
組
み
ロ
ボ
新
設
も
検
討

「エルボ返し」の短管不要に
新ステンレス鋼管継手

ベ
ン
カ
ン新社長登場

New President

加工材質5種追加
メヴィー「ＦＡ切削プレート」メヴィー「ＦＡ切削プレート」

生産体制を拡充

虹 技

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を

神
田
明
神
に
奉
納

ＡＮＳ会

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
熱
延
品

5
月
販
売
7000
㌧
割
れ

5月

鉄骨需要量
37万㌧に減

神鋼環境ソリュ

カ
ン
ボ
ジ
ア
上
水
道
拡
張

パッ
ケ
ー
ジ
3
起
工
式

日
鉄
鹿
島
の
火
力
発
電
所
稼
働

自
社
株
取
得
状
況

自
社
株
取
得
状
況

（
総
数
、価
格
、カ
ッ
コ
内
は
取
得
期
間
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
子
会
社
元

幹
部
ら
無
罪
確
定

阪
大
共
同
研
究
の
賄
賂

3
月
期
決
算
発
表
確
定

3
月
期
決
算
発
表
確
定

カ
ッ
コ
内
は
当
初
予
定
日

京
都
府
の
鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
の
ナ
ガ
オ
カ
（
本
社
＝
京
都
府
長
岡
京
市
）
は
今
年
11
月
完
成
予
定

で
、
本
社
工
場
の
近
辺
で
第
二
工
場
を
建
設
す
る
。
既
存
工
場
が
手
狭
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
鉄
骨
製
作
の
省
力
化
を
図
る
の
が
狙
い
で
、
将
来
的
に
は
大
組
み
ロ
ボ
ッ
ト
を
新
設
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

同
社
は
Ｍ
グ
レ
ー
ド
フ

ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
で
、
鉄

骨
建
築
向
け
に
加
工
・
製

作
を
行
っ
て
お
り
、
直
近

の
製
作
量
は
月
間
3
0
0

―
4
0
0
㌧
。
本
社
工
場

は
敷
地
面
積
が
9
9
0
平

方
㍍
、
工
場
建
屋
は
3
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が

約
1
6
5
0
平
方
㍍
。
現

在
も
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
と
な

っ
て
お
り
、
鉄
骨
の
製
作

場
・
置
き
場
が
手
狭
と
な

っ
て
い
た
。

現
状
以
上
の
鉄
骨
数
量

を
安
定
的
に
こ
な
す
に
は

さ
ら
な
る
工
場
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
第
二
工
場
を
建
設
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
昨
年

に
は
本
社
工
場
の
近
く
に

約
8
6
0
平
方
㍍
の
土
地

を
取
得
、
今
年
6
月
5
日

に
は
現
地
で
地
鎮
祭
を
行

い
、
建
設
工
事
を
開
始
し

た
。第

二
工
事
の
概
要
は
Ｓ

造
の
平
屋
建
て
で
、
建
築

面
積
が
5
0
0
平
方
㍍
。

天
井
ク
レ
ー
ン
は
5
㌧
が

2
基
、
門
型
2
・
8
㌧
が

1
基
。
完
成
は
今
年
11
月

中
で
、
完
成
後
は
製
品
、

材
料
の
置
き
場
と
し
て
活

用
す
る
。

た
だ
、
溶
接
作
業
は
仕

口
部
分
に
つ
い
て
は
仕
口

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い

る
が
、
柱
な
ど
の
溶
接
は

作
業
員
が
直
接
行
っ
て
お

り
、
作
業
者
へ
の
負
担
が

大
き
い
。
さ
ら
に
、
鉄
骨

自
体
の
生
産
性
を
引
き
上

げ
る
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

の
促
進
が
必
要
と
の
考
え

か
ら
、
将
来
的
に
は
第
二

工
場
に
は
大
組
み
ロ
ボ
ッ

ト
を
新
設
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
製
メ
カ
ニ

カ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
な
ど
の

配
管
機
材
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
ベ
ン
カ
ン
（
本
社
＝
群

馬
県
太
田
市
）
は
、
一
般

配
管
用
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管

対
応
の
拡
管
式
継
手
工
法

の
メ
カ
ニ
カ
ル
継
手
「
Ｂ

Ｋ
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ⅱ
」
に
片

ソ
ケ
ッ
ト
90
度
エ
ル
ボ

（
Ｋ
Ⅱ
90
Ｓ
Ｅ
）
と
45
度

エ
ル
ボ
（
Ｋ
Ⅱ
45
Ｓ
Ｅ
）

の
2
ア
イ
テ
ム
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
追
加
し
、
6
月

か
ら
販
売
を
開
始
し
た
。

2
つ
の
エ
ル
ボ
を
使
用
し

て
配
管
の
方
向
や
レ
ベ
ル

を
変
え
る「
エ
ル
ボ
返
し
」

に
使
用
す
る
ア
イ
テ
ム

で
、
現
場
で
は
早
速
、「
エ

ル
ボ
返
し
エ
ル
ボ
」
な
ど

と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
。

Ｂ
Ｋ
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ⅱ
な

ど
の
拡
管
式
継
手
は
、
継

手
本
体
に
対
し
て
管
端
を

拡
管
加
工
し
て
受
け
た
袋

ナ
ッ
ト
を
ね
じ
込
む
こ
と

で
接
合
す
る
構

造
。そ
の
た
め
、

従
来
で
は
「
エ

ル
ボ
返
し
」
を

行
う
場
合
は
エ

ル
ボ
間
に
短
管

を
挟
む
必
要
が

あ
り
、
エ
ル
ボ

間
の
芯
々
寸
法

が
間
延
び
し
て

し
ま
う
課
題
が

あ
っ
た
。

今
回
発
売
を

開
始
し
た
片
ソ

ケ
ッ
ト
エ
ル
ボ
は
、
エ
ル

ボ
の
片
側
の
袋
ナ
ッ
ト
が

外
向
き
に
取
り
付
け
ら
れ

て
お
り
、
他
の
継
手
に
直

接
ね
じ
込
む
こ
と
が
で
き

る
特
殊
構
造
を
採
用
。
エ

ル
ボ
間
に
挟
む
短
管
が
不

要
と
な
り
、
エ
ル
ボ
間
の

芯
々
寸
法
を
最
短
に
収
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
パ
イ
プ
の
拡
管

工
程
や
袋
ナ
ッ
ト
の
締
め

付
け
工
程
も
削
減
で
き
る

こ
と
か
ら
、
配
管
施
工
の

作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。サ

イ
ズ
は
、
90
度
、
45

度
そ
れ
ぞ
れ
で
20
Ｓ
ｕ
、

25
Ｓ
ｕ
、
30
Ｓ
ｕ
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

「
Ｂ
Ｋ
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ⅱ
」

は
、
従
来
型
の
Ｂ
Ｋ
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
ベ
ー
ス
に
袋
ナ

ッ
ト
に
特
殊
加
工
を
施
し

て
緩
み
を
抑
制
し
、
継
手

本
体
か
ら
の
脱
管
阻
止
力

を
強
化
し
て
2
年
前
に
発

売
を
開
始
し
た
。

す
で
に
袋
ナ
ッ
ト
緩
み

抑
制
機
能
が
認
め
ら
れ
、

多
く
の
採
用
実
績
を
持
つ

Ｂ
Ｋ
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ⅱ
だ

が
、
今
回
の
ア
イ
テ
ム
拡

充
に
よ
り
、
建
築
設
備
配

管
向
け
を
中
心
に
さ
ら
な

る
拡
販
を
図
る
。

Ｂ
Ｋ
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ⅱ
、

片
ソ
ケ
ッ
ト
エ
ル
ボ
の
問

い
合
わ
せ
は
ベ
ン
カ
ン
営

業
部
（
☎
03
―
3
7
7
7

―
1
5
3
1
）、ま
た
は
最

寄
り
の
営
業
所
ま
で
。

4
月
、
岡
山
県
倉
敷
市
に

拠
点
を
置
く
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
グ

ル
ー
プ
の
中
核
コ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
、
水
島
鋼
板
工
業
（
水

鋼
）
の
社
長
に
就
任
し
た
。

ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
加
工
の
水
島

メ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
Ｍ
Ｍ

Ｐ
）
の
社
長
も
兼
務
す
る
。

「
深
い
知
見
を
持
っ
た
社
員

た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

最
大
限
に
引
き
出
せ
る
環
境

づ
く
り
が
役
目
。
ま
ず
は
一

人
ひ
と
り
と
距
離
感
を
縮

め
、
経
験
や
ス
キ
ル
、
考
え

て
い
る
こ
と
を
知
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。

人
事
畑
が
長
く
、
キ
ャ
リ

ア
は
30
年
以
上
。
前
半
は
、

早
期
退
職
な
ど
の
業
務
を
経

験
。Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
発
足
後
は
、

業
績
連
動
に
よ
る
社
員
処
遇

の
底
上
げ
や
中
高
齢
社
員
も

含
め
た
制
度
改
定
を
担
当
し

た
。「
業
績
が
苦
し
い
時
代
の

苦
労
が
あ
っ
た
だ

け
に
、
新
し
い
制

度
で
社
員
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
感
覚

を
味
わ
え
た
の

は
、幸
せ
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
旧

野
崎
産
業
、
旧
エ

ヌ
ケ
ー
ケ
ー
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
と
の

統
合
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
貴

重
な
経
験
だ
っ
た
と
い
う
。

水
鋼
、
Ｍ
Ｍ
Ｐ
と
も
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス
チ
ー
ル
西
日
本
製
鉄
所

（
倉
敷
地
区
）内
に
立
地
し
、

精
整
工
程
を
補
完
す
る
機
能

分
担
会
社
と
し
て
の
役
割
を

担
う
と
と
も
に
、
近
隣
の
三

菱
自
動
車
水
島
製
作
所
向
け

の
鋼
板
加
工
を
手
掛
け
る
。

経
営
方
針
は
「
歴
代
社
長
が

作
っ
た
安
全
最
優
先
・
品
質

確
保
を
継
承
し
て
顧
客
に
貢

献
し
、
両
社
の
機
能
を
磨
い

て
収
益
力
を
高
め
て
い
く
」

と
明
確
だ
。

米
中
貿
易
摩
擦
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
水
鋼
・
Ｍ
Ｍ
Ｐ
の

加
工
数
量
は
厳
し
い
状
況
だ

が
、「
今
は
耐
え
る
時
期
。
動

き
だ
し
た
時
に
は
、
遅
れ
ず

対
応
で
き
る
体
制
を
維
持
し

た
い
」。

（
月
森

七
海
）

▽
井
原
秀
幸
（
い
は
ら
・

ひ
で
ゆ
き
）
氏
＝
1
9
8
3

年
関
学
大
経
卒
、
川
鉄
商
事

（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
）
入
社
。

大
阪
で
5
年
ほ
ど
電
機
メ
ー

カ
ー
向
け
鋼
板
営
業
を
担

当
。
88
年
以
降
は
一
貫
し
人

事
畑
を
歩
ん
で
き
た
。
仕
事

で
心
掛
け
る
の
は
「
こ
だ
わ

り
と
謙
虚
さ
」「
見
え
る
も

の
、
聞
こ
え
る
も
の
に
こ
だ

わ
っ
て
、
謙
虚
に
情
報
を
集

め
た
い
」。夫
人
と
三
毛
の
愛

猫
と
離
れ
、
千
葉
の
自
宅
か

ら
単
身
赴
任
。
高
校
時
代
は

山
岳
部
に
所
属
。
再
び
登
山

装
備
一
式
を
そ
ろ
え
「
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
域
。
山
歩
き

か
ら
始
め
た
い
」。60
年
7
月

17
日
生
ま
れ
、兵
庫
県
出
身
。 「

い
ろ
い
ろ

な
人
が
助
け
て

く
れ
た
の
で
、

組
合
活
動
も
支

部
活
動
も
ス
ム

ー
ズ
に
行
え

た
。本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
語
る
の
は
ナ
ガ
オ
カ
の
伊

藤
佳
治
社
長
。

▽
…
今
年
5
月
ま
で
京
都

府
鉄
構
工
業
協
同
組
合
の
理

事
長
を
5
期
10
年
間
、
全
国

鉄
構
工
業
協
会
・
近
畿
支
部

長
を
2
期
4
年
間
努
め
た
。

「
京
都
の
組
合
は
前
理
事
長

が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の

時
代
に
努
め
、
本
当
に
苦
労

さ
れ
た
。
私
が
引
き
継
い
だ

時
は
景
気
も
回
復
し
、
組
合

企
業
数
も
増
え
、
常
に
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
ム
ー
ド
だ

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

▽
…
一
方
、
全
構
協
・
近

畿
支
部
長
に
つ
い
て
も
「
近

畿
支
部
内
の
各
府
県
の
理
事

長
・
副
理
事
長
や
事
務
局
の

方
々
に
は
運
営
で
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
。
東
北
な
ど
他

の
地
方
支
部
会
と
の
交
流
会

を
行
え
た
こ
と
も
良
い
思
い

出
」
と
語
る
。

▽
…
今
は
次
の
世
代
に
エ

ー
ル
を
送
る
。「
コ
ロ
ナ
感
染

で
、
鉄
骨
業
界
も
大
変
な
状

況
だ
が
、
京
都
の
組
合
、
全

構
協
・
近
畿
支
部
も
力
を
合

わ
せ
て
、
こ
の
辛
苦
を
乗
り

越
え
て
欲
し
い
。
個
人
的
に

も
人
類
が
こ
ん
な
ウ
イ
ル
ス

に
は
負
け
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
の
気
概
を

示
し
た
。

（
天
）

ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

（
大
野
龍
隆
社
長
）
は
設

計
デ
ー
タ
の
み
で
機
械
加

工
品
が
調
達
で
き
る
オ
ン

デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
「
ｍ

ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
（
メ
ヴ
ィ
ー
）」

の
Ｆ
Ａ
切
削
プ
レ
ー
ト
加

工
材
質
種
を
先
月
末
か
ら

超
高
分
子
量
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
な
ど
5
種
を
拡
大
し

た
。
生
産
体
制
を
拡
充
す

る
こ
と
で
合
計
7
種
の
樹

脂
材
加
工
に
対
応
、
製
造

装
置
向
け
切
削
プ
レ
ー
ト

を
使
用
す
る
樹
脂
材
質
需

要
の
約
7
割
を
カ
バ
ー
、

従
来
比
で
2
倍
と
な
っ

た
。
追
加
の
5
種
は
耐
熱

性
、
耐
摩
耗
性
な
ど
の
特

性
を
持
ち
、
医
療
機
器
、

食
品
業
界
な
ど
で
確
実
短

納
期
化
が
図
ら
れ
、
関
連

需
要
を
捕
捉
す
る
。

こ
れ
ま
で
メ
ヴ
ィ
ー
切

削
プ
レ
ー
ト
は
金
属
材
加

工
の
ほ
か
、
樹
脂
材
で
は

19
年
11
月
か
ら
最
も
需
要

が
高
い
Ｐ
Ｏ
Ｍ
、
Ｍ
Ｃ
ナ

イ
ロ
ン
の
2

種
を
扱
っ
て

き
た
。
顧
客

の
材
質
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

拡
充
を
踏
ま

え
、
生
産
体

制
を
強
化

し
、
新
た
に

5
種
類
の
材

質
加
工
に
対

応
す
る
。

切
削
プ
レ

ー
ト
で
多
種

類
の
材
質
に

応
じ
、
様
さ
ま
ざ
ま
な
形

状
や
ミ
ク
ロ
ン
精
度
の
加

工
を
ウ
ェ
ブ
で
指
定
で
き

る
。
確
実
短
納
期
に
よ
り

の
優
位
性
、
金
属
材
と
樹

脂
材
の
一
括
発
注
な
ど
の

利
便
性
は
向
上
し
、
顧
客

の
非
効
率
解
消
に
つ
な
げ

ら
れ
る
。

追
加
さ
れ
た
5
素
材
は

紙
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
、
Ａ
Ｂ

Ｓ
、
超
高
分
子
量
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
、
ふ
っ
素
、
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
。
紙
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

（
自
然
色
）
は
電
気
を
通

し
に
く
く
、耐
熱
に
優
れ
、

電
気
機
器
、
プ
リ
ン
ト
配

線
基
板
、
絶
縁
用
途
各
種

部
品
な
ど
に
適
す
。
Ａ
Ｂ

Ｓ
（
自
然
色
）
は
変
形
し

づ
ら
く
、
加
工
性
、
耐
衝

撃
性
に
優
れ
、
接
着
が
可

能
な
材
質
で
、
試
作
品
、

各
種
外
装
・
筐
体
・
機
構

部
品
類
に
向
く
。
超
高
分

子
量
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
乳

白
色
）
は
軽
量
で
耐
摩
耗

性
に
優
れ
、
滑
り
や
す
い

材
質
。
商
品
衛
生
安
全
樹

脂
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
。
食
品
産
業
機
械
、
搬

送
装
置
の
す
れ
合
う
部
品

で
展
開
。
ふ
っ
素
（
Ｐ
Ｔ

Ｆ
Ｅ
、
白
）は
耐
薬
品
性
、

耐
熱
性
、
耐
摩
耗
性
に
優

れ
、
医
療
機
器
部
品
、
食

品
関
連
部
品
、
半
導
体
、

液
晶
関
連
部
品
、
実
験
器

具
な
ど
で
拡
販
す
る
。
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
（
灰
褐
色
）
は
耐

熱
性
が
非
常
に
優
れ
、
耐

薬
品
性
、
耐
摩
耗
性
、
機

械
的
強
度
な
ど
の
材
質

で
、
電
気
電
子
部
品
、
自

動
車
部
品
、
各
種
精
密
機

器
部
品
、
半
導
体
、
液
晶

製
造
装
置
部
品
な
ど
で
販

路
を
伸
ば
す
。

サ
イ
ズ
領
域
は
縦
10
―

6
0
0
㍉
、
横
10
―
4
0

0
㍉
、
高
さ
5
―
60
㍉
。

納
期
は
6
日
目
出
荷
と
な

る
。メ

ヴ
ィ
ー
は
設
計
デ
ー

タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る

だ
け
で
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

が
価
格
と
納
期
を
即
時
回

答
、
加
工
か
ら
出
荷
ま
で

最
短
即
日
を
実
現
す
る
。

国
内
の
利
用
者
数
は
4
万

ユ
ー
ザ
ー
を
突
破
、
リ
ピ

ー
ト
率
は
8
割
を
超
え
て

い
る
と
い
う
。

鋳
造
大
手
の
虹
技
（
本

社
＝
兵
庫
県
姫
路
市
、
山

本
幹
雄
社
長
）
は
、
同
社

が
製
造
し
た
鋳
物
製
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
を
神
田
明
神

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に

奉
納
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
、
同

神
社
で
2
年
に
一
度
5
月

に
行
わ
れ
、
江
戸
三
大
祭

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
神
田

祭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
色

彩
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
。

ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

や
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
の

グ
ッ
ズ
販
売

も
行
う
な

ど
、
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
の
Ｐ

Ｒ
を
積
極
展

開
す
る
同
社

の
話
を
聞
い

た
神
社
側
か

ら
製
作
を
依

頼
。
本
社
の

あ
る
姫
路
市

に
直
径
1
2
0
0
㍉
の
大

型
の
マ
ン
ホ
ー
ル
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
寄
贈
の
実
績
も
あ

る
同
社
が
、
こ
れ
を
快
諾

し
た
も
の
。

先
月
27
日
に
行
わ
れ
た

奉
納
式
に
出
席
し
た
山
本

社
長
は
「
繊
細
な
デ
ザ
イ

ン
が
必
要
と
さ
れ
る
歴
史

的
建
造
物
を
製
作
で
き
る

日
本
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

お
よ
び
そ
の
文
化
が
国
内

外
に
広
く
認
知
さ
れ
、
観

光
活
性
化
の
一
助
に
な
れ

ば
あ
り
が
た
い
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

落
ち
着
い
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
多
く
の
方
に
実
物
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

全
国
ス
テ
ン
レ
ス
厚
板

シ
ヤ
リ
ン
グ
工
業
会
（
Ａ

Ｎ
Ｓ
会
）
は
、
5
月
の
鋼

板
調
査
を
発
表
し
た
。
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
板
熱
延
品
販

売
量
は
前
年
同
月
比
17
・

7
％
減
の
6
9
8
3
㌧
と

2
0
1
2
年
9
月
以
来
7

年
8
カ
月
ぶ
り
に
7
0
0

0
㌧
を
下
回
っ
た
。
熱
延

品
在
庫
量
は
前
月
比
2
・

6
％
増
の
2
万
8
5
6
4

㌧
だ
っ
た
。

熱
延
品
の
販
売
実
態
調

査
で
は
、
プ
ラ
ズ
マ
製
品

（
レ
ー
ザ
ー
含
む
）
が
前

年
同
月
比
13
・
8
％
減
の

3
4
2
0
㌧
、
シ
ヤ
リ
ン

グ
製
品
が
同
19
・
6
％
減

の
1
8
7
9
㌧
、原
板（
定

尺
含
む
）
は
同
22
・
9
％

減
の
1
6
8
4
㌧
と
い
ず

れ
も
減
少
し
た
。
冷
延
品

を
含
め
た
販
売
量
合
計
は

同
22
・
4
％
減
の
1
万
2

4
8
㌧
。
総
在
庫
量
（
残

材
・
端
板
除
く
）
は
前
月

比
2
・
1
％
増
の
3
万
4

8
4
1
㌧
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
販
売
量
が
関
東

を
中
心
に
1
割
以
上
減
少

し
た
が
、
在
庫
は
2
％
増

加
に
と
ど
ま
っ
た
。

2
0
2
0
年
5
月
の
全

国
の
鉄
骨
需
要
量
は
、
前

年
同
月
比
4
・
6
％
減
の

36
万
5
8
2
4
㌧
だ
っ

た
。
国
土
交
通
省
の
建
築

着
工
統
計
に
基
づ
き
算
出

し
た
推
計
値
で
、
2
カ
月

連
続
で
対
前
年
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
関
東
地
区

の
5
月
の
鉄
骨
需
要
量
は

17
・
8
％
減
の
11
万
4
3

0
2
㌧
で
、
全
国
と
同
じ

く
2
カ
月
連
続
の
前
年
割

れ
。
前
月
と
同
様
に
東
京

五
輪
を
控
え
て
着
工
時
期

を
調
整
し
た
影
響
が
出
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

中
小
鉄
骨
造
（
着
工
床

面
積
2
0
0
0
平
方
㍍
未

満
）
の
5
月
の
需
要
量
は

15
万
4
6
2
3
㌧
で
16
・

4
％
減
。
昨
年
4
月
か
ら

14
カ
月
連
続
で
対
前
年
マ

イ
ナ
ス
が
続
い
て
お
り
、

中
小
企
業
に
お
け
る
投
資

意
欲
の
減
退
や
地
方
物
件

の
先
行
き
に
不
透
明
感
が

増
し
て
い
る
。

神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
は
こ
の
ほ
ど
、
2
0

1
9
年
12
月
に
受
注
し
た

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
に
よ
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
円
借
款
資
金
協
力
案

件
「
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
上

水
道
拡
張
事
業
」
の
一
部

で
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
3
の

起
工
式
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
で
行

っ
た
。
式
典
に
は
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
水
道
公
社
の
総

裁
を
は
じ
め
、
工
事
関
係

者
な
ど
約
70
人
が
出
席
し

た
。シ

ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
で

は
、
急
激
な
人
口
増
加
と

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
リ

ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
へ
の

観
光
客
の
増
加
か
ら
安
全

な
水
へ
の
需
要
が
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
。
同
公
社

は
、
地
下
水
お
よ
び
貯
水

池
を
水
源
と
す
る
2
カ
所

の
浄
水
場
を
有
す
る
が
、

供
給
量
が
追
い
つ
い
て
お

ら
ず
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
個

別
で
地
下
水
の
く
み
上
げ

を
行
っ
て
お
り
、
地
盤
沈

下
な
ど
の
環
境
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
上
水
道
拡
張
事

業
で
は
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ

湖
を
水
源
に
同
地
区
で
最

大
規
模
と
な
る
浄
水
場

（
処
理
能
力
6
万
立
方
㍍

／
日
）
を
建
設
。
安
全
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
に
加
え
、
環
境
保
全

へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

同
事
業
は
今
年
3
月
に

着
工
し
て
お
り
、
建
設
期

間
は
2
0
2
2
年
11
月
ま

で
の
33
カ
月
間
。

日
本
製
鉄
と
Ｊ
パ
ワ
ー

（
電
源
開
発
）
が
折
半
出

資
で
設
立
し
た
火
力
発
電

所
・
鹿
島
パ
ワ
ー
（
茨
城

県
鹿
嶋
市
、
日
本
製
鉄
東

日
本
製
鉄
所
鹿
島
地
区
構

内
）
が
1
日
か
ら
営
業
運

転
を
開
始
し
た
。
2
0
1

6
年
11
月
か
ら
鹿
島
火
力

発
電
所
2
号
機
の
建
設
を

進
め
て
い
た
。

2
号
機
は
世
界
最
高
水

準
の
高
効
率
発
電
技
術
を

使
っ
た
超
々
臨
界
圧
（
Ｕ

Ｓ
Ｃ
）
発
電
の
設
備
で
、

使
用
燃
料
は
石
炭
。
出
力

は
64
万
5
0
0
0
㌔
㍗
。

発
電
電
力
の
約
半
数
を
東

京
電
力
に
売
電
し
、
半
数

は
東
日
本
製
鉄
所
鹿
島
地

区
に
充
当
す
る
見
通
し
。

▽
東東
京京
製製
鉄鉄
＝
1
7
8

万
5
2
0
0
株
、
11
億
9

0
6
4
万
1
3
0
0
円

（
6
月
1
―
30
日
）

大
阪
大
と
の
共
同
研
究

を
め
ぐ
り
、
同
大
大
学
院

教
授
に
賄
賂
を
渡
し
た
と

し
て
贈
賄
罪
に
問
わ
れ
、

二
審
大
阪
高
裁
で
逆
転
無

罪
と
さ
れ
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
子
会
社
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ

ク
ノ
ワ
イ
ヤ
」（
千
葉
市
）

の
元
常
務
藤
本
隆
史

（
65
）、元
営
業
部
長
坂
下

幹
雄
（
64
）
両
被
告
に
つ

い
て
、大
阪
高
検
は
1
日
、

上
告
を
断
念
し
た
。
2
人

の
無
罪
が
確
定
す
る
。

高
裁
は
6
月
、
一
審
判

決
を
破
棄
し
、
供
与
し
た

現
金
の
賄
賂
性
を
否
定
し

た
。（
時
事
）

▽
パ
イ
オ
ラ
ッ
ク
ス
＝

7
月
6
日
（
未
定
）

日
鉄
物
産

（
7
月
1
日
付
）

■
取
締
役
・
監
査
役
お
よ
び

業
務
執
行
体
制

﹇
管
掌
・
分
担
の
一
部
変
更
﹈

〈
鉄
鋼
事
業
本
部
〉

▽
宮
本
副
社
長
を
補
佐
し
、

自
動
車
企
画
、
Ｄ
Ｘ
推
進
、
薄

板
・
電
磁
鋼
板
営
業
、
自
動
車

鋼
板
営
業
第
一
、
自
動
車
鋼
板

営
業
第
二
、
海
外
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
事
業
推
進
、
国
内
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー
対
策
を
管
掌
併
せ

て
名
古
屋
支
店
を
管
掌
九
州
支

店
の
自
動
車
分
野
に
関
す
る
事

項
に
つ
き
有
元
常
務
執
行
役
員

に
協
力

常
務
執
行
役
員
磯
部

和
幸〈

企
画
管
理
本
部
〉

▽
廣
瀬
常
務
執
行
役
員
を
補

佐
し
、
法
務
、
内
部
統
制
を
分

担

参
与
渡
部
伸
之

▽
﹇
新
任
﹈
廣
瀬
常
務
執
行

役
員
を
補
佐
し
、
資
金
、
審
査

を
分
担

参
与
吉
永
茂
弘

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

（
7
月
1
日
付
）

■
新
任
執
行
役
員

▽
〔
新
任
〕
執
行
役
員
技
術

戦
略
セ
ン
タ
ー
技
術
戦
略
部
長

（
技
術
戦
略
セ
ン
タ
ー
技
術
戦

略
部
長
）
吉
田
育
弘

▽
〔
〃
〕
〃
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
長
（
〃
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
部
長
）
和
辻
徹

▽
〔
〃
〕
〃
次
世
代
機
能
材

料
・
海
水
開
発
Ｃ
Ｔ
Ｏ
（
〃
次

世
代
機
能
材
料
・
海
水
開
発
Ｃ

Ｔ
Ｏ
）
植
村
純
一

▽
〔
〃
〕
〃
業
務
革
新
本
部

副
本
部
長
（
業
務
革
新
本
部
副

本
部
長
）
稲
垣
雄
一

■
退
任
執
行
役
員

▽
顧
問
（
上
席
執
行
役
員
ベ

ト
ナ
ム
事
業
担
当
）
緒
方
健

光
洋
商
事

（
7
月
13
日
付
）

▽
顧
問（
顧
問
群
馬
支
店
長
）

石
島
幸
一
郎

■
新
任

▽
参
与
群
馬
支
店
長
＝
中
村

幸
弘日

鉄
鋼
管
フ
ァ
イ
ン

チ
ュ
ー
ブ

（
6
月
26
日
付
）

■
役
員
人
事

▽
〔
昇
格
〕
代
表
取
締
役
社

長
＝
西
門
徹

▽
〔
新
任
〕
専
務
取
締
役
製

造
・
技
術
部
門
統
括
＝
疋
田
敏

博
▽
常
務
取
締
役
営
業
部
門
統

括
＝
松
本
信
也

▽
〔
新
任
〕
常
務
取
締
役
業

務
管
理
部
門
統
括
＝
小
林
圭
三

▽
取
締
役
﹇
非
常
勤
﹈
＝
浅

野
仁
志

▽
〔
新
任
〕
監
査
役
﹇
非
常

勤
﹈
＝
石
戸
正
一

■
退
任

▽
顧
問
（
常
務
取
締
役
）
早

野
人
史日鉄

興
和
不
動
産

（
7
月
1
日
付
）

■
役
員

▽
執
行
役
員
事
業
開
発
本
部

事
業
開
発
第
四
部
長
（
事
業
開

発
本
部
事
業
開
発
第
四
部
長
）

大
谷
宗
徳

■
取
締
役
体
制

▽
代
表
取
締
役
社
長
社
長
執

行
役
員
都
市
政
策
情
報
開
発
室

担
当
／
業
務
監
査
室
担
当
／
秘

書
室
担
当
／
人
事
部
担
当
＝
今

泉
泰
彦

▽
代
表
取
締
役
副
社
長
副
社

長
執
行
役
員
社
長
補
佐
〔
全
般

担
当
〕
／
開
発
企
画
本
部
長
兼

開
発
企
画
本
部
開
発
企
画
部
長

＝
吉
澤
恵
一

▽
専
務
取
締
役
専
務
執
行
役

員
事
業
開
発
本
部
長
＝
竹
内
啓

▽
常
務
取
締
役
常
務
執
行
役

員
総
務
本
部
長
＝
井
上
眞
一

▽
〃
企
業
不
動
産
開
発
本
部

長
＝
佐
藤
諭
貴

▽
〃
賃
貸
事
業
本
部
長
＝
古

田
克
哉

▽
〃
営
業
推
進
本
部
長
／
国

際
事
業
本
部
長
＝
三
輪
正
浩

▽
社
外
取
締
役
＝
渡
辺
淳

■
監
査
役
体
制

▽
常
勤
監
査
役
＝
永
森
清

▽
〃
＝
小
河
伸
年

▽
社
外
監
査
役
〔
非
常
勤
〕

＝
石
丸
隆
章

▽
〃
＝
坂
本
光
一
郎

■
執
行
役
員
体
制

▽
常
務
執
行
役
員
営
業
推
進

本
部
副
本
部
長
＝
山
口
章

▽
〃
開
発
企
画
本
部
副
本
部

長
兼
住
宅
事
業
本
部
副
本
部
長

兼
都
市
政
策
情
報
開
発
室
長
＝

星
野
圭
三

▽
〃
住
宅
事
業
本
部
長
兼
住

宅
事
業
本
部
開
発
第
三
部
長
＝

猪
狩
甲
隆

▽
〃
企
画
本
部
長
＝
丸
山
博

史
▽
執
行
役
員
人
事
部
長
＝
成

田
亨▽

〃
秘
書
室
長
兼
人
事
部
担

当
部
長
＝
鈴
木
保
正

▽
〃
賃
貸
事
業
本
部
副
本
部

長
＝
齋
藤
牧
郎

▽
〃
賃
貸
事
業
本
部
賃
貸
事

業
企
画
部
長
＝
塚
田
佳
志

▽
〃
事
業
開
発
本
部
副
本
部

長
兼
開
発
企
画
本
部
副
本
部
長

兼
開
発
企
画
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
発
第
一
部
長
＝
奈
良
敦

▽
〃
企
画
本
部
経
営
管
理
部

長
兼
人
事
部
担
当
部
長
兼
都
市

政
策
情
報
開
発
室
担
当
部
長
＝

田
中
文
昭

▽
〃
事
業
開
発
本
部
事
業
開

発
第
一
部
長
兼
都
市
政
策
情
報

開
発
室
担
当
部
長
＝
和
田
光
央

▽
〃
事
業
開
発
本
部
事
業
開

発
第
四
部
長
＝
大
谷
宗
徳

周りの支えに感謝

鉄
骨
製
作
の
省
力
化
図
る

起
工
式
の
様
子

左上から時計回りに、ベークライト紙（自然色）、
ABS（自然色）、超高分子量ポリエチレン（乳白
色）、ふっ素・PTFE（白）、PEEK（灰褐色）

90
Ｓ
Ｅ
を
使
用
し
た
エ
ル
ボ

返
し
㊤
、
短
管
を
挟
む
従
来

工
法
㊦

片
ソ
ケ
ッ
ト
エ
ル
ボ
2
種
を
追
加

4
面
に
も
人
事
異
動

日刊産業新聞20.7.3

社
員
の
力
最
大
限
引
出
す

鹿島火力発電所2号機

神田明神に奉納したマンホール
蓋㊤と奉納式の様子

井原秀幸氏井原秀幸氏
水島鋼板工業


